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市
は
、市
内
の
事
業
者
・
市
民

団
体
・
有
識
者
と
と
も
に
、「
え

え
や
ん
か
！
マ
イ
バ
ッ
グ
（
レ

ジ
袋
有
料
化
）検
討
会
」（
以
下
、

検
討
会
）を
立
ち
上
げ
、市
全
域

で
レ
ジ
袋
大
幅
削
減
・
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
運
動
を
展
開
す
る
た

め
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
秋
ご
ろ
か

ら
、
こ
の
取
り
組
み
に
協
力
を

い
た
だ
け
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
店
舗
に
お
い
て
、レ

ジ
袋
の
有
料
化
や
、
レ
ジ
袋
を

受
け
取
ら
な
か
っ
た
場
合
に
特

典
を
提
供
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、こ
の

取
り
組
み
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
事
業
者
・
市
民
団
体
を
募

集
し
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

な
ぜ
、
レ
ジ
袋
大
幅
削
減
の

取
り
組
み
を
始
め
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
地

球
温
暖
化
防
止
」
と
「
ご
み
排

出
抑
制
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
防

止
に
有
効
な
の
で
す
か
？

現
在
、
レ
ジ
袋
は
、
国
内
で

年
間
約
３
０
５
億
枚
（
大
き
い

サ
イ
ズ
で
換
算
）
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ジ
袋
は
主
に
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
で
で
き
て
い
て
、も
と

は
石
油
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
間
約
３
０
５
億
枚
の
レ
ジ

袋
を
作
る
た
め
に
は
、
25
メ
ー

ト
ル
の
プ
ー
ル
約
１
２
０
０
個

分
の
石
油
が
必
要
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
使
用
量
を
抑
制
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
石
油
の

消
費
量
が
抑
え
ら
れ
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
に
ご
み
排
出
抑
制

に
有
効
な
の
で
す
か
？

わ
た
し
た
ち
は
、
１
人
に
つ

き
年
間
約
３
０
０
枚
の
レ
ジ
袋

を
も
ら
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
重
さ
に
換
算
す
る
と
約

３
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

伊
勢
市
の
１
人
当
た
り
の
燃

え
る
ご
み
の
排
出
量
は
、
年
間

約
３
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

た
め
、
約
１
％
を
レ
ジ
袋
が
占

め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
使
用
量
が
半
分
に

減
る
と
、
市
全
体
で
年
間
約
１

９
５
ト
ン
の
ご
み
が
減
る
計
算

に
な
り
ま
す
。

●
身
近
に
で
き
る
レ
ジ
袋
削
減

の
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

買
い
物
を
す
る
と
き
、
何
度

で
も
利
用
で
き
る
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
断
る
こ

と
が
、
一
人
一
人
が
で
き
る
一

番
良
い
方
法
で
す
。

レ
ジ
袋
の
有
料
化
な
ど
、
レ

ジ
袋
を
大
幅
に
削
減
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
事
業
者
・
市
民
団
体
・

市
が
協
定
を
結
び
、
レ
ジ
袋
大

幅
削
減
運
動
の
普
及
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

協
定
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
次
の
役
割
を
担
い
、
レ
ジ

袋
の
大
幅
削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
の
普
及
を
図
る
こ
と
と
し

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

◆
事
業
者

レ
ジ
袋
の
削
減
に
関
す
る
取

り
組
み
内
容
や
削
減
目
標
な
ど

を
記
載
し
た
協
定
を
締
結
し
、マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
の
促
進
や
レ
ジ

袋
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
市
民
団
体

レ
ジ
袋
の
削
減
を
市
民
に
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
、
協
定
に

参
加
す
る
事
業
者
を
積
極
的
に

支
援
し
ま
す
。

◆
市マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
な
ど
に
よ

る
レ
ジ
袋
の
削
減
を
呼
び
掛
け

る
な
ど
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、引
き
続
き
、伊
勢
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ
の
販
売

を
行
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

さ
ら
に
、
協
定
に
参
加
す
る

事
業
者
や
市
民
団
体
の
取
り
組

み
の
普
及
に
つ
い
て
、
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

な
ぜ
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
の
？

レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
て

協
定
を
締
結
し
ま
す
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検
討
会
で
は
、
こ
の
取
り
組

み
に
賛
同
し
、
協
定
を
結
ん
で

い
た
だ
け
る
事
業
者
や
市
民
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
満
た
す
事

業
者
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
小
売
業
者
）
ま
た
は
市

民
団
体

要
件

事
業
者
の
場
合

市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
次
の

項
目
を
協
定
で
規
定
し
実
施
す

る
こ
と

①
取
り
組
み
内
容

●

レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る

●

有
料
の
レ
ジ
袋
の
収
益
金
を
、

環
境
活
動
な
ど
に
使
用
す
る

※
レ
ジ
袋
の
収
益
金
と
は
、
レ

ジ
袋
の
販
売
代
金
か
ら
レ
ジ
袋

の
原
価
な
ど
を
差
し
引
い
た
金

額
で
す
。

●

レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
い
市

民
に
対
し
、
特
典
を
提
供
す
る

●

レ
ジ
袋
が
必
要
で
あ
る
か
を

市
民
に
確
認
す
る
な
ど
、
レ
ジ

袋
の
使
用
の
抑
制
を
促
進
す
る

●

そ
の
ほ
か
、
検
討
会
が
レ
ジ

袋
削
減
に
有
効
と
認
め
た
取
り

組
み
を
行
う

②
数
値
目
標
の
設
定

当
面
の
目
標
と
し
て
、
レ
ジ

袋
の
排
出
削
減
量
が
50
％
以
上
、

ま
た
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参

率
が
50
％
を
上
回
る
目
標
を
掲

げ
る
こ
と

③
報
告
・
公
表
の
実
施

各
年
度
の
取
り
組
み
内
容
や

数
値
目
標
の
達
成
状
況
を
、検
討

会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と

市
民
団
体
の
場
合

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す

と
と
も
に
、
取
り
組
み
内
容
を

協
定
で
規
定
し
実
施
す
る
こ
と

●

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、市

内
を
主
な
活
動
範
囲
と
し
て
い
る

●

検
討
会
の
趣
旨
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る

①
取
り
組
み
内
容

●

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
な
ど
に
よ

る
レ
ジ
袋
の
削
減
を
市
民
に
呼

び
掛
け
る

●

レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
む

事
業
者
を
積
極
的
に
支
援
す
る

応
募
方
法

８
月
１
日
（水）
〜
17

日
（金）
に
、応
募
用
紙（
資
源
循
環

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
検
討
会
事
務
局

（
〒
516
ー
8601
岩
渕
１
丁
目
７
ー

29
、
FAX
@1
５
５
２
２
、
ア
ド
レ

スsigen@
city
.ise
.m
ie
.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http:/

/
w
w
w
.city.ise.

m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か

提
出
さ
れ
た
応
募

用
紙
に
基
づ
き
、
検
討
会
・
事

業
者
・
市
民
団
体
・
市
が
協
定

を
締
結
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型

社
会
構
築
に
向
け
て
、
レ
ジ
袋

大
幅
削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

運
動
を
、
市
全
域
に
普
及
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
す

る
組
織
で
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
販
売

レ
ジ
袋
の
削
減
を
目
的
に
、

伊
勢
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ

ッ
グ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
人

規
格

縦
30
㎝
×
横
40
㎝
×

ま
ち
25
㎝
、
保
冷
機
能
付
き
、

紺
色
の
み

販
売
数

約
８
０
０
個
（
先

着
順
）

金
額

８
０
０
円

販
売
窓
口

資
源
循
環

課
・
各
総
合
支
所
生
活

環
境
課

事
業
者 

市
民
団
体 

啓発などの支援 

マイバッグ 
の利用 

啓発などの 
支援 

啓発などの 
支援 

普及・啓発 

普及・啓発 ポイントな 
どの特典 

市民 

行政 

協
定
へ
の
参
加
者
を
募
集

え
え
や
ん
か
！
マ
イ
バ
ッ
グ

（
レ
ジ
袋
有
料
化
）
検
討
会
と
は
？
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・救急救命士免許証の写し（救急救命士のみ）

※郵送の場合は、提出書類に不備があったときに連絡

する必要がありますので、必ず連絡先（電話番号）を

記入してください。

※募集要項・受験申込書は、消防本部総務課にありま

す。また、市のホームページ（http://www.city.ise.mie.

jp）からダウンロードできます。

試験日

・第１次試験（筆記試験・体力試験）…９月16日（日）

・第２次試験（口述試験・作文試験・健康診断）…募集

要項をご覧いただくか直接問い合わせてください

給与 伊勢市職員給与条例に基づき支給します

採用予定人員

・薬剤師 １人程度

・臨床工学技士 １人程度

受験資格 地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しな

い人で、通勤可能な人

※日本国籍を有しない人（外国籍の人）は、永住者また

は特別永住者の在留資格を有すること。なお、採用後、

公権力の行使または公の意思の形成への参画に携わる

職に就くことはできません。

※薬剤師は宿直勤務が可能な人。

受験区分 昭和53年４月２日以降に生まれた人で、薬

剤師は薬剤師免許、臨床工学技士は臨床工学技士免許

を有する人または平成20年３月に学校を卒業し免許取

得見込みの人

申し込み ８月１日（水）～20日（月）に、受験申込書に必

要事項を記入し、写真を貼付の上、次の添付書類を添

えて、受験者本人が、持参または郵送（8月17日（金）の

消印有効）で病院総務課へ

※添付書類

・住民票の写し（本人のみ）…１通

・返信用封筒（住所・氏名を記入し、80円切手を貼付

したもの）…２通

※郵送の場合は、提出書類に不備があったときに連絡

する必要がありますので、必ず連絡先（電話番号）を記

入してください。

※募集要項・受験申込書は、病院総務課にあります。

また、病院のホームページ（http://hospital.ise.mie.jp）か

らダウンロードできます。

試験日

・第1次試験（筆記試験）…９月16日（日）

・第2次試験（口述試験・作文試験）…第１次試験の合

格者に通知します

給与 伊勢市病院企業職員の給与の種類及び基準に関

する条例、伊勢市病院企業職員の給与に関する規程に

基づき支給します

発表 10月下旬

※第１次試験の結果（得点と順位）は、結果通知書で本

人に通知します。

採用 平成20年４月１日

市
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
副

市
長
を
２
人
に
し
、
ご
遷
宮
を

機
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
一
層

進
め
る
た
め
、行
政
運
営
体
制
の

強
化
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

伊
勢
市
の
２
人
目
の
副
市
長

に
、
馬
場

靖
さ
ん
が
、
６
月

市
議
会
で
選
任
同
意
さ
れ
、
７

月
１
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

馬
場

副
市
長
は
、
昭
和
39

年
５
月
14
日
生
ま
れ
。
昭
和
63

年
４
月
に
運
輸
省
職
員
と
な
り
、

そ
の
後
、国
土
交
通
省
の
都
市
・

地
域
整
備
局
都
市
計
画
課
長
補

佐
、
大
臣
官
房
総
務
課
企
画
専

門
官
、
総
合
政
策
局
環
境
・
海

洋
課
海
洋
室
長
を
務
め
ま
し
た
。

副
市
長
の
主
な
役
割
分
担
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
・
財
務
政
策
・
生
活
・
環

境
・
健
康
福
祉
の
各
部
、総
合
支

所
・
教
育
委
員
会
・
消
防
・
伊
勢

総
合
病
院
に
関
す
る
こ
と

産
業
・
観
光
交
通
・
都
市
整

備
・
上
下
水
道
の
各
部
に
関
す

る
こ
と

※
市
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、

両
副
市
長
が
対
応
し
ま
す
。

副
市
長
が

副
市
長
が 

２
人
に
な
り
ま
し
た

２
人
に
な
り
ま
し
た 

副
市
長
が

副
市
長
が 

２
人
に
な
り
ま
し
た

２
人
に
な
り
ま
し
た 

副
市
長
が 

２
人
に
な
り
ま
し
た 

７
月
１
日
か
ら 

副
市
長
の
役
割
分
担

２
人
目
の
副
市
長
に 

２
人
目
の
副
市
長
に

２
人
目
の
副
市
長
に 

２
人
目
の
副
市
長
に 

６
月
市
議
会
で
選
任
同
意 さ

ん 

ば

ば

さ

き

 

や
す
し 

職
員
課
（
1
@1
５
５
０
５
）

病院職員

伊勢総合病院総務課

（1@35111〈内線214〉、〒516－0014 楠部町3038）

共通項目
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市職員を募集 市職員を募集 

採用予定人員

・事務職 11人程度

・事務職（身体障がい者） ３人程度

・保育士 ３人程度

・保健師 ３人程度

・土木技術職 ２人程度

・電気技術職 １人程度

・化学技術職 １人程度

受験資格 地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しな

い人で、通勤可能な人

※日本国籍を有しない人（外国籍の人）は、永住者また

は特別永住者の在留資格を有すること。なお、採用後、

公権力の行使または公の意思の形成への参画に携わる

職に就くことはできません。

受験区分

・事務職 昭和48年４月２日～平成２年４月１日生ま

れの人（年齢に応じて試験程度が異なります）

・事務職（身体障がい者） 昭和48年４月２日～平成２

年４月１日生まれの人で、身体障害者手帳の交付を受

け、自力での通勤ができ、介助者なしに職務の遂行が

可能な人、また、採用試験で活字印刷文（文字の大き

さは10ポイント程度）による出題に対応できる人（ルー

ペ使用可）

・保育士 昭和48年４月２日～昭和63年４月１日生ま

れの人（年齢に応じて試験程度が異なります）で、保育

士免許を有する人または平成20年３月に学校を卒業し

免許取得見込みの人

・保健師 昭和48年４月２日～昭和62年４月１日生ま

れの人（年齢に応じて試験程度が異なります）で、保健

師免許を有する人または平成20年３月に学校を卒業し

免許取得見込みの人

・土木技術職・電気技術職・化学技術職 昭和48年４

月２日～平成２年４月１日生まれの人（年齢に応じて

試験程度が異なります）

申し込み ８月１日（水）～17日（金）に、受験申込書に必

要事項を記入し、写真を貼付の上、次の添付書類を添

えて、受験者本人が、持参または郵送（８月15日（水）の

消印有効）で職員課へ

※添付書類

・住民票の写し（本人のみ）…１通

・返信用封筒（住所・氏名を記入し、80円切手を貼付

したもの）…２通

※郵送の場合は、提出書類に不備があったときに連絡

する必要がありますので、必ず連絡先（電話番号）を記

入してください。

※募集要項・受験申込書は、職員課にあります。また、

市のホームページ（http://www.city.ise.mie.jp）からダ

ウンロードできます。

試験日

・第１次試験（筆記試験）…９月16日（日）

・第２次試験（口述試験）・第３次試験の日程…募集要

項をご覧いただくか直接問い合わせてください

給与 伊勢市職員給与条例に基づき支給します

採用予定人員

・一般 14人程度

・救急救命士 ２人程度

受験資格 日本国籍を有し、地方公務員法第16条（欠

格条項）に該当せず、心身とも健全で消防業務に支障

がない人

受験区分

・一般 昭和53年４月２日～平成２年４月１日生まれ

の人（最終学歴により年齢制限があります）

・救急救命士 昭和53年４月２日～平成２年４月１日

生まれの人で、救急救命士免許を有する人

申し込み ８月１日（水）～17日（金）に、受験申込書に必

要事項を記入し、写真を貼付の上、次の添付書類を添

えて、受験者本人が、持参または郵送（８月15日（水）の

消印有効）で消防本部総務課へ

※添付書類

・住民票の写し（本人のみ）…１通

・最終学歴（中学校を除く）に係る修了証明書または修

了見込み証明書…１通

・返信用封筒（住所・氏名を記入し、80円切手を貼付

したもの）…２通

市では、平成20年３月末に、61人の職員が退職すると見込まれることから、

次のとおり職員を募集します。

今後も事務の効率化に取り組み、職員数の適正化を図っていきます。

事務職・保育士・保健師・土木技術職・電気技術職・化学技術職

職員課

（1@15505・@15506、〒516－8601岩渕１丁目７－29）

消防職

消防本部総務課

（1@51206・@51264、〒516－0016神田久志本町1436－1）



る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災
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ー
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こ
の
よ
う
な
地
震
が
発
生
す

る
と
、
被
害
は
西
日
本
な
ど
の

広
い
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
新
潟

県
中
越
地
震
の
と
き
の
よ
う
に
、

発
生
直
後
の
外
部
か
ら
の
救
援

は
、あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
必
ず
発
生
す
る
巨
大
地

震
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
、
ま
た
、
何
よ
り
も

大
切
な
命
を
失
わ
な
い
た
め
に
、

防
災
訓
練
・
備
蓄
・
耐
震
診
断
な

ど
、
一
人
一
人
が
家
庭
や
地
域

で
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

備
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
約
２
万
棟
」
「
２
４
０
人
」

│
│
何
の
数
字
か
お
分
か
り
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
は
、
今
後
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、

揺
れ
や
火
災
な
ど
に
よ
っ
て
、市

内
で
想
定
さ
れ
る
最
大
の「
全
半

壊
ま
た
は
焼
失
す
る
建
物
の
数
」

「
亡
く
な
る
人
の
数
」
で
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
沿
岸
部
で
は
津

波
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
合
わ
せ
る

と
、
市
内
で
、
11
万
人
以
上
が

被
災
、
約
８
０
０
０
人
が
避
難

す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
万
人
以
上
の
帰
宅

困
難
者
が
発
生
し
、
さ
ら
に
山

間
部
な
ど
で
は
、
孤
立
す
る
地

域
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

巨
大
地
震

〜
伊
勢
市
で
想
定
さ
れ
る
被
害
〜

夏
は
生
ご
み
が
増
加
し
ま
す

わ
た
し
た
ち
の
生
活
か
ら
出

る
ご
み
の
中
で
、
１
日
当
た
り

の
重
さ
が
最
も
重
い
ご
み
は
「
生

ご
み
」
で
、
ご
み
の
総
重
量
の

約
半
分
を
占
め
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
生
ご
み
の
内
訳
は
、「
食

べ
残
し
」
が
約
４
割
、「
調
理
く

ず
」
が
約
５
割
あ
り
、こ
れ
ら
で

生
ご
み
全
体
の
９
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
に
な
る
と
、
ス
イ

カ
な
ど
の
果
物
を
食
べ
る
機
会

が
多
く
な
り
、
生
ご
み
が
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
水
気
を
多
く
含
ん
だ

生
ご
み
が
増
え
る
た
め
、
清
掃

工
場
で
の
焼
却
作
業
に
支
障
が

出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
生
ご
み
を

ど
の
よ
う
に
減
ら
す
か
が
、
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
し
っ
か
り
水
気
を
切
る
」な

ど
、
家
庭
で
の
生
ご
み
の
適
正

な
処
理
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費

を
補
助

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

対
象

コ
ン
ポ
ス
ト
型
、
Ｅ
Ｍ

（
ボ
カ
シ
）型
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機（
微
生
物
分
解
方
式
・
乾

燥
方
式
な
ど
）

補
助
金
額

購
入
費
の
２
分
の

１
（
上
限
額
３
万
円
）

申
し
込
み

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
領
収
書
を
添
え

て
、
資
源
循
環
課
・
各
総
合
支

所
生
活
環
境
課
・
各
支
所
へ

花
火
の
捨
て
方

夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
花
火

で
す
が
、
家
庭
で
楽
し
ん
だ
花

火
は
、
水
で
消
し
て
か
ら
、
燃

え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
未
使
用
の
花
火
を
処

分
す
る
場
合
は
、１
日
間
、水
に

浸
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

能登半島地震の被害状況（撮影：三重県）

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）
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危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

電気式生ごみ処理機
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昨
年
12
月
、
映
画
「
硫
黄
島

か
ら
の
手
紙
」
が
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
映
画
の
中
で
、
現
代
の

硫
黄
島
・
遺
骨
調
査
団
が
、
地

中
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
布
袋
を

発
見
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

で
陥
落
直
前
に
な
っ
た
日
本
軍

の
陣
地
で
、
書
類
の
焼
却
を
命

じ
ら
れ
た
日
本
兵
・
西
郷
が
、
故

郷
に
送
ら
れ
な
か
っ
た
仲
間
た

ち
の
手
紙
を
詰
め
て
、
地
中
深

く
に
埋
め
た
も
の
で
、
そ
こ
に

は
、
届
く
こ
と
の
な
か
っ
た
故

郷
や
家
族
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

硫
黄
島
は
、
小
笠
原
諸
島
父

島
か
ら
２
７
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・

東
京
か
ら
１
２
５
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
南
に
位
置
す
る
周
囲
22
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
平
た
ん
な
孤
島

で
す
。

戦
前
は
約
１
０
０
０
人
が
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
島
が

重
要
な
戦
略
拠
点
と
さ
れ
た
た

め
、
ま
た
米
軍
の
空
襲
と
上
陸

に
備
え
る
た
め
、
住
民
の
本
土

へ
の
疎
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
19
年
６
月
、
硫
黄
島
に

着
任
し
た
栗
林
陸
軍
中
将
は
、島

全
体
に
く
ま
な
く
地
下
壕
を
め

ぐ
ら
せ
る
工
事
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
20
年
２
月
〜

３
月
の
36
日
間
の
戦
闘
で
、
日

米
合
わ
せ
て
２
万
７
０
０
０
人

以
上
が
戦
死
し
ま
し
た
。

戦
後
、
米
国
の
統
治
が
続
い

た
後
、
昭
和
43
年
、
日
本
に
復

帰
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
荒

廃
に
再
び
住
む
こ
と
は
で
き
ず
、

現
在
は
自
衛
隊
が
駐
屯
す
る
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
年
２
回
、
遺
族
ら
に

よ
る
遺
骨
の
調
査
・
収
拾
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
長
18
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
地
下
壕
に

は
、
約
１
０
０
０
個
の
出
入
り

口
が
あ
り
、
ま
た
、
米
軍
が
閉

鎖
し
た
地
下
壕
も
多
く
、
地
下

壕
に
何
柱
の
遺
骨
が
残
っ
て
い

る
か
は
不
明
で
す
。

さ
ら
に
、
出
入
り
口
付
近
で

も
50
℃
に
及
ぶ
地
熱
、
落
盤
や

不
発
弾
の
危
険
な
ど
に
よ
り
、遺

骨
の
調
査
・
収
拾
は
難
し
い
作

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
こ
の
映
画
の
公

開
後
、
西
豊
浜
町
上か

み

区
で
も
、
約

60
年
前
に
戦
地
で
戦
っ
た
人
た

ち
が
、
家
族
や
知
人
を
思
っ
て

送
っ
た
約
50
通
の
手
紙
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
が
、
テ
レ
ビ
で
報

じ
ら
れ
ま
し
た
。

映
画
で
描
か
れ
て
い
る
西
郷

や
栗
林
の
手
紙
、
硫
黄
島
で
発

見
さ
れ
た
手
紙
、
そ
し
て
西
豊

浜
町
で
発
見
さ
れ
た
手
紙
、
そ

れ
ら
に
は
す
べ
て
、
共
通
す
る

た
だ
一
つ
の
望
み
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
│
│
「
家
に
帰
り
た

い
」。現代

を
生
き
る
わ
た
し
た
ち

は
、こ
の
思
い
を
受
け
止
め
、二

度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

明
治
27
年
、
金
剛

こ

ん

ご

う

證
し
ょ
う

寺じ

（
朝

熊
町
）
の
近
く
に
あ
る
経

き
ょ
う

ヶが

峰み

ね

（
標
高
５
４
２
メ
ー
ト
ル
）
山
頂

か
ら
、
経

き
ょ
う

筒づ

つ

と
呼
ば
れ
る
筒
状

の
陶
器
が
発
見
さ
れ
、
経
塚
の

存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

経
塚
と
は
、
紙
・
石
・
瓦
な
ど

に
仏
教
の
経
典（
お
経
）を
書
き

写
し
た
も
の
を
、
陶
器
や
金
属

製
の
容
器（
経
筒
）な
ど
に
入
れ
、

地
中
に
埋
め
て
造
っ
た
塚
で
す
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
経
典
を
埋

め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
安
時
代
中
期
に
、
末
法

ま

っ

ぽ

う

思

想
（
世
の
中
が
乱
れ
て
仏
教
の

教
え
が
廃す

た

れ
る
と
い
う
予
言
思

想
）が
流
行
し
、人
々
は
不
安
を

抱
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
救
い
と
な
る
仏
教

の
経
典
を
未
来
に
残
す
こ
と
が
、

世
の
中
の
平
和
に
つ
な
が
る
と

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
伊
勢
の
文
化
探
訪

化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

朝
熊
山
経
塚
群

き
ょ
う
づ
か
ぐ
ん

考
え
、
経

典
を
埋
め

た
と
考
え

ら
れ
て
い

ま
す
。

経
塚
は
、

平
安
時
代

中
期
〜
江

戸
時
代
に
造
ら
れ
ま
し
た
が
、時

代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、こ

の
よ
う
な
目
的
は
薄
れ
、
個
人
・

家
族
の
繁
栄
や
幸
福
な
ど
を
祈

願
し
て
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

朝
熊
山
経
塚
群
で
は
、
40
基

以
上
の
経
塚
が
造
ら
れ
、
年
号

や
名
前
の
刻
ま
れ
た
経
筒
が
多

数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
経
塚
群

は
、
平
安
時
代
後
期
の
30
年
間

に
わ
た
っ
て
造
ら
れ
、神
宮（
内

宮
）
の
神
主

か

ん

ぬ

し

で
あ
っ
た
荒
木
田

氏
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。な
お
、出
土
品

の
一
部
は
国
宝
に
、
遺
跡
は
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 朝熊山経塚群経筒

戦
地
か
ら
の
手
紙

人権シリーズ（№19） 

一人ひとりが 
輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）
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子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
前
に

立
て
た
計
画
は
、
き
ち
ん
と
実

行
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

宿
題
の
進
み
具
合
は
も
ち
ろ

ん
、
食
事
や
睡
眠
時
間
な
ど
生

活
の
様
子
を
把
握
し
、
子
ど
も

た
ち
が
健
康
で
生
き
生
き
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、し
っ

か
り
と
支
援
し
た
い
も
の
で
す
。

夏
休
み
中
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
由
に
過
ご
せ
る
時
間
が
増

え
、
行
動
範
囲
が
広
が
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

近
年
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
子
ど
も

た
ち
の
行
動
が
ま
す
ま
す
見
え

に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
気
を

配
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
様
子
の

変
化
や
心
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

動
に
じ
っ
く
り
と
取
り
組
ん
だ

り
、
野
外
で
自
然
体
験
を
し
た

り
す
る
こ
と
も
、
子
ど
も
た
ち

の
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。

感
動
体
験
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
心
と
体
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
夏
休
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
や
地

域
で
、
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で
長
く

過
ご
す
夏
休
み
は
、
家
族
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
大
切
な
と
き

で
す
。

大
好
き
な
家
族
と
た
っ
ぷ
り

と
過
ご
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
心
は
安
心
感
で
満
た
さ
れ

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
命
の
大
切
さ

や
人
を
思
い
や
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
家
族
で
話
し
合
う
時

間
を
持
つ
こ
と
も
有
意
義
で
す
。

長
期
の
休
み
と
い
う
開
放
感

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
は

不
規
則
に
な
り
が
ち
で
す
。

地
域
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

地
域
や
社
会
の
一
員
で
あ
る
と

い
う
自
覚
を
養
う
絶
好
の
機
会

で
す
。

ま
た
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
活

学校教育課（　　 78 8 1） 学校教育課（　　 78 8 1） 2222

子
ど
も
が
家
族
と
触
れ
合
う

時
間
を
取
っ
て
い
ま
す
か
？

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
？

夏
休
み
に
し
か
で
き
な
い

感
動
体
験
を
子
ど
も
た
ち
と

〜
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
〜

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
内
の
幼
稚
園
や
小
・
中
学

校
で
、
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
中
で
す
。

夏
休
み
の
学
習
会
で
は
、
皇

學
館
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
と
と
も
に
、
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

６
月
末
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
者
数
は
、
85
人
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

申
し
込
み

申
込
用
紙（
学
校
教

育
課
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
学
校
教
育
課
へ

※
申
込
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http

:/
/
w
w
w
.city
.ise.

m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

ボランティア活動の様子

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
？

子
ど
も
が
家
族
と
触
れ
合
う

時
間
を
取
っ
て
い
ま
す
か
？

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

夏
休
み
に
し
か
で
き
な
い

感
動
体
験
を
子
ど
も
た
ち
と

※
「
広
報
い
せ
」
９
月
号
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め

に
活
躍
中
の
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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図書館へ行こう！
伊勢図書館（1 0 0 7 7、FAX 0 0 7 8）

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

小俣図書館（1 3 9 0 0、FAX 3 9 0 2）

■利用案内
開館時間 午前９時～午後８時

※８月は、午後８時まで開館します。

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

と　き ８月23日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

と　き ８月12日（日）、①午前10時～・②午後１時

30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 ①「夏服の少女たち」、「手紙」

②「太陽の帝国」

と　き ８月26日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「スクービー・ドゥー」

と　き ７月24日（火）～８月５日（日）

ところ ２階・展示ホール

内　容 橋本紡
つむぐ

著「半分の月がのぼる空」のイラストを展示します

と　き ８月５日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

定　員 90人（先着順）

申し込み ７月21日（土）から、直接・電話・ファクス・Eメー

ルで同館（アドレスtosyokan@iselib-mie.jp）へ

と　き ８月19日（日）、午前10時～11時

ところ ２階・視聴覚室

対　象 小学生以下（就学前の子どもは保護者同伴）

内　容 かんたん絵本づくり

定　員 20人（先着順）

申し込み ８月５日（日）から、直接・電話・ファクスで同館へ

と　き ８月７日（火）、午前10時～（受け付けは午

前９時50分～）

ところ ２階・視聴覚室

★ピッポの会・紙芝居 ８月19日（日）、午前11時～

※場所は、１階・おはなしのへやです。

※「たんぽぽおはなし会」「赤ちゃんおはなし会」に

ついて、８月は開催しません。

と　き ８月23日（木）、午後３時～４時

ところ １階・おはなしのへや

対　象 ４歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）

内　容 ①おはなし会…大型絵本などの読み聞かせ

②工作教室…牛乳パックを使った工作

定　員 ①なし、②20人（先着順）

申し込み ①申し込みの必要はありません

②８月２日（木）から、直接同館へ（電話・

ファクスは不可）

と　き ①８月18日（土）・②８月25日（土）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 ①「亀も空を飛ぶ」（ベルリン国際映画祭

平和映画賞受賞作）、②「クロがいた夏」

★原爆写真展

と　き ８月２日（木）～13日（月）、午前９時～午後８時

ところ ２階・ギャラリー

★初心者コース ８月22日（水）～24日（金）

★ワード基礎コース ９月12日（水）～14日（金）

★ワード応用コース ９月26日（水）～28日（金）

★エクセル基礎コース 10月17日（水）～19日（金）

★エクセル応用コース 10月24日（水）～26日（金）

※いずれも、場所は２階・パソコン室、時間は午前

９時30分～正午、定員は20人（先着順）です。

申し込み ８月３日（金）から、直接同館へ（電話・フ

ァクスは不可）

★平和について考えよう

ところ １階・閲覧室

内　容 平和に関する図書を幅広く紹介します

8月 ○…休館日　　□…おはなし会　　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27 

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

21 21 29 29

8月 ○…休館日　　□…おはなし会　　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 
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おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

戦争映画上映会

上映会

「半分の月がのぼる空」展 in 伊勢図書館

橋本紡トークライブ

図書館工作

施設利用抽選会（10月～12月分）

おはなし会

図書館おはなし会＆工作教室

平和について考える上映会

ギャラリー展示

パソコン教室

今月の特集コーナー



と
き

８
月
８
日
（水）
…
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
１
時
〜

２
時
30
分
、
８
月
27
日
（月）
…
③

午
前
10
時
〜
11
時
・
④
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

①
②
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み

そ
の
、
③
④
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

①
③
45
人
、
②
④
50
人

（
す
べ
て
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み

８
月
２
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ
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健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 
健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き

８
月
30
日
（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員

30
人（
先
着
順
）

ヘルスメイト料理講習会

と　き

8月18日（土）

8月21日（火）

8月22日（水）

8月24日（金）

ところ 定員
（先着順）

福祉健康センター

小俣保健センター

福祉健康センター

西コミュニティセンター

ハートプラザみその

30人

35人

30人

20人

30人

※いずれも時間は、午前9時30分～午後1時です。

乳
が
ん
検
診

離
乳
食
教
室

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

こ
つ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
内
容
・
持
ち
物

左
表

の
と
お
り

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
す
べ
て

の
講
座
（
計
６
回
）
に
参
加
で

き
る
人

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

８
月
２
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

左
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

夏
の
バ
ラ
ン
ス
食

参
加
費

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

８
月
２
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

「
健
康
づ
く
り
指
針
」
に
基

づ
き
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を

広
げ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
分
や
家
族
の
健
康
管
理
や

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
つ

い
て
考
え
、
楽
し
く
実
践
す
る

〈第１回〉 
8月17日(金)

 
なし 

～開校式～ 
　・健康づくりアドバイザーって？ 
　・知ろう！伊勢市の健康づくり 

〈第２回〉 
8月30日(木)

 
なし 

～体探検！自分の体の声を聞いていますか？～ 
　・講演「生活習慣病予防について」 
　　　大西久司さん（大西クリニック） 

〈第３回〉 
9月7日(金)

エプロン・三角巾 
米１／２カップ 
参加費300円 

～元気な体づくりの基本は食生活から～ 
　・講演「バランス食」 
　・調理実習 

〈第４回〉 
9月21日(金)

運動ができる 
服装・靴 

～運動で引き締まった体を手に入れよう～ 
　・講演「生活習慣病予防のための運動」 
　　　小木曽一之さん（皇學館大学） 
 

〈第５回〉 
10月4日(木)

歯ブラシ 
タオル 
手鏡 

～歯の健康は素敵な笑顔のもと～ 
　・講演「歯周病予防について」 
　　　岡村芳輝さん（伊勢地区歯科医師会会員） 
　・ブラッシングと染め出し体験 

〈第６回〉 
11月12日(月)

 
なし 

～閉校式～ 
　・これであなたも健康づくりアドバイザー 
　・修了証授与 

と　き 内　容 持ち物 

健康づくりアドバイザー養成講座 

※時間は、第３回は午前10時30分～午後３時30分、そのほかは午後１時30分～３時30分です。 

申
し
込
み

８
月
１
日
（水）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、
授
乳

中
・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
村
松
有
滝
診
療
所（
村
松
町
・

1
#8
１
２
１
２
、
診
査
項
目：

基
本
健
康
診
査
・
大
腸
が
ん
検

診
・
肺
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が

ん
マ
ー
カ
ー
検
査
・
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
）

健
康
診
査
の

実
施
医
療
機
関
を
追
加

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座

新
規
医
療
機
関
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「
酒
は
百
薬
の
長
」と
言
わ
れ

ま
す
が
、
飲
み
方
や
量
に
よ
っ

て
は
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

毎
月
11
日
の
健
康
の
日
を
機

会
に
、
肝
臓
を
い
た
わ
る
お
酒

の
飲
み
方
や
お
つ
ま
み
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き

８
月
11
日
（土）
、
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

内
容

保
健
師
・
栄
養
士
の
講

話
、
試
食

定
員

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

救
急
医
療

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

８月の主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 

中央保健センター 
8月 7日 （火） 

二見老人福祉センター 9：30～11：00

ハートプラザみその 8月 21日 （火） 13：30～15：00

小俣保健センター 8月 28日 （火） 

沼木地区コミュニティセンター 8月 17日 （金） 

大湊地区コミュニティセンター 8月 24日 （金） 

中央保健センター 

成人健康相談 

保健師・保育士の子育て健康相談 
子育て健康相談、身長・体重測定、 

親子ふれあい遊びなど 

13：00～15：00

ハートプラザみその 

8月 2日 （木） 

13：30～14：30

13：30～15：00

9：30～11：00

13：00～15：00

小俣保健センター 

8月 7日 （火） 

13：00～15：00

中央保健センター 

8月 8日 （水） 

8：45～11：00

中央保健センター 

8月 16日 （木） 

成人栄養相談（要予約） 

17：30～19：00
伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 

健康課 

二見総合支所福祉健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

健康課または 
きらら館（1@25592） 

健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

健康課 

健康課 

伊勢保健福祉事務所 

（1@75148） 

8月 2日 （木） 

エイズ検査 

13：00～15：00

毎週火曜日 

毎月第2火曜日 
（8月14日） 

こころの健康相談（要予約） 8月 23日 （木） 

（ ） 

〈一次救急〉休日・夜間応急診療所 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内　科 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

月曜日～土曜日 

日曜日・祝日 

一
次
救
急

二
次
救
急

休
日
や
夜
間
に
お
け
る
救
急

医
療
体
制
は
、
次
の
と
お
り
役

割
分
担
し
て
い
ま
す
。

急
病
に
な
っ
た
と
き
や
、
救

急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け

れ
ど
す
ぐ
に
治
療
を
受
け
た
い

と
き
で
比
較
的
軽
症
の
人
は
、一

次
救
急
医
療
機
関
（
か
か
り
つ

け
医
や
休
日
・
夜
間
応
急
診
療

所
な
ど
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。（
下
表
参
照
）

一
次
救
急
医
療
機
関
か
ら
の

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

お
酒
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方

と
き
・
対
象
・
内
容

下
表
の

と
お
り

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み

８
月
２
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

パパとママの教室
と　き 対　象 内　容

初妊婦
と夫

～２人で赤ちゃんを
迎えるために～

・沐浴
もくよく

実習
・妊婦模擬体験
・着替え体験

初妊婦

～これから始まる
子育てについて～

・保健師のお話
・赤ちゃんとふれあおう
・絵本の読み聞かせ

〈１日目〉

９月８日（土）

10：00～12：00

〈２日目〉

９月14日（金）

10：00～12：00

紹
介
患
者
・
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
る
人
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や

入
院
が
必
要
な
重
症
の
人
は
、二

次
救
急
医
療
機
関
（
山
田
赤
十

字
病
院
・
伊
勢
総
合
病
院
）
が

当
番
日
を
決
め
て
交
代
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

※
重
症
の
人
や
、
左
表
の
診
療

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
の

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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美
術
展
覧
会

と
き

10
月
30
日
（火）
〜
11
月
４
日
（日）

と
こ
ろ

観
光
文
化
会
館

作
品
募
集

応
募
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
、
鳥
羽
市
・
志
摩
市
・

度
会
郡
に
在
住
し
て
い
る
人
、
市
内
に

あ
る
文
化
団
体
に
加
入
し
て
い
る
人

※
出
品
作
品
は
、
各
部
門
１
人
２
点
ま

で
、
創
作
で
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
募
集
要
項
・
出
品
票
は
、
同
課
・

各
総
合
支
所
・
観
光
文
化
会
館
な
ど
に

あ
り
ま
す
）

◆
平
面
作
品

短
辺
30
㎝
以
上
・
長
辺
２
１
０
㎝
以

下
・
大
き
さ
1.1
㎡
以
内
で
、
次
の
規
格

を
満
た
す
も
の
。

●

絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
…
岩
彩

が
ん
さ
い

・
油
彩
・

水
彩
・
版
画
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
な
ど
で
、
パ
ネ
ル
張
り
額
装
（
変
形

は
Ｆ
50
号
以
内
に
収
ま
る
こ
と
）

〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

応
募
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上
（
８
月
15
日

（水）
現
在
）
の
人

内
容

会
議（
年
３
〜
４
回
）に
出
席
し
、

環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事
項
な
ど

に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を
行
い
ま
す

任
期

委
嘱
の
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

定
員

５
人
以
内

申
し
込
み

８
月
15
日
（水）
〜
31
日
（金）（
当

日
消
印
有
効
）
に
、
次
の
提
出
書
類
を

持
参
ま
た
は
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課

（
〒
516
│

8601
岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、
ア
ド

レ
スkanky
o
@
city
.ise.m

ie.jp

）
へ

提
出
書
類

・
応
募
用
紙
…
同
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/

w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

伊
勢
市
環
境
審
議
会
委
員
を

募
集

環
境
課
（
1
@1
５
５
４
０
）

市
で
は
、
今
後
の
観
光
振
興
を
推
進

す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
①
「
伊
勢
市

観
光
振
興
基
本
計
画（
仮
称
）」
と
、市
民

力
の
結
集
に
よ
る
元
気
の
あ
る
伊
勢
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
②

「
観
光
活
性
化
計
画（
仮
称
）」
を
策
定
す

る
に
当
た
り
、公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

任
期

委
嘱
の
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日

定
員

①
10
人
以
内
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）、
②
な
し

申
し
込
み

８
月
１
日
（水）
〜
24
日
（金）
に
、

同
課
へ

「
伊
勢
市
観
光
振
興
基
本
計
画

（
仮
称
）」と「
観
光
活
性
化
計
画

（
仮
称
）」の
策
定
委
員
を
募
集

観
光
企
画
課
（
1
@1
５
５
６
５
）

募
集
募
集

ー
ド
で
き
ま
す
。

・
レ
ポ
ー
ト
…
「
環
境
に
関
す
る
思
い
」

に
つ
い
て
、
５
０
０
字
程
度
（
用
紙
の

サ
イ
ズ
は
Ａ
４
）
に
ま
と
め
た
も
の
。

選
考
方
法

選
考
会
議
で
書
類
審
査
を

行
い
ま
す
（
結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま

す
）

●

写
真
…
単
写
真
は
枠
寸
法
75
㎝
×
65

㎝
以
内
の
全
紙
ま
た
は
枠
寸
法
53
㎝
×

45
㎝
以
内
の
半
切
サ
イ
ズ
、
組
写
真
は

大
き
さ
自
由
で
枠
寸
法
75
㎝
×
65
㎝
以

内
、
い
ず
れ
も
木
製
パ
ネ
ル
張
り
（
マ

ッ
ト
パ
ネ
ル
も
可
）

●

書
（
漢
字
･
か
な
･
て
ん
刻
な
ど
）

…
形
式
は
額
装
ま
た
は
枠
張
り
（
び
ょ

う
ぶ
・
軸
装
は
不
可
）
、
重
量
は
4.5
㎏

ま
で
、
臨
書
は
不
可

◆
立
体
作
品

手
動
可
能
で
、
次
の
規
格
を
満
た
す

も
の
。

●

立
体
造
形
（
木
彫

も
く
ち
ょ
う

・
陶
彫

と
う
ち
ょ
う

・
塑そ

像ぞ
う

・

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
、
立
体
的
・
造
形
的
な

表
現
に
重
点
を
置
い
た
も
の
）
…
長
辺

24
㎝
〜
1.5
ｍ

●

美
術
工
芸
（
陶
芸
・
漆
芸
・
金
工

き
ん
こ
う

・

木
竹
工

も
く
ち
く
こ
う

・
染
織

せ
ん
し
ょ
く

な
ど
、
工
芸
的
な
表
現

に
重
点
を
置
い
た
も
の
）
…
長
辺
1.5
ｍ

以
内
、
手
芸
に
類
す
る
も
の
は
不
可

作
品
の
搬
入
（
受
け
付
け
）

搬
入
日

10
月
21
日
（日）
・
22
日
（月）
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

搬
入
場
所

観
光
文
化
会
館

出
品
料

１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

市
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
募
集

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
５
）

市
美
術
展
覧
会 
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を
含
む
）
し
て
い
る
人
、
②
①
に
該
当

し
な
い
人

募
集
数

①
男
性
25
人
、②
男
性
28
人
・

女
性
２
人

試
験
日

①
９
月
15
日
（土）
・
16
日
（日）
、

②
９
月
16
日
（日）

申
し
込
み

８
月
１
日
（水）
〜
31
日
（金）
に
、

申
込
書
（
伊
勢
警
察
署
・
各
交
番
・
各

駐
在
所
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
で
、
三
重
県
人
事
委
員

会
事
務
局
（
〒
514
│

0004
津
市
栄
町
１
丁

目
８
９
１
三
重
県
勤
労
者
福
祉
会
館
４

階
、
1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
９
３

２
）
へ

※
三
重
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/

w
w
w
.p
re
f.m
ie
.jp
/

）
か
ら
も
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き

９
月
22
日
（土）
、
午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
）

対
象

市
内
在
住
で
、
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

申
し
込
み

８
月
31
日
（金）
ま
で
に
、
同

課
へ

※
市
内
の
障
が
い
者
団
体
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
必
ず
団
体
を
通
じ
て
、
伊

勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢
支
所
（
1

@7
２
４
２
５
・
FAX
@7
２
４
１
２
）
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
し
て
、
各
学

校
ま
た
は
同
課
へ

定
員

８
０
０
人

参
加
費

一
般
５
０
０
０
円
・
学
生
３

０
０
０
円

申
し
込
み

８
月
10
日
（金）
ま
で
に
、
申

込
書
（
同
課
・
伊
勢
河
崎
商
人
館
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
伊

勢
河
崎
商
人
館（
1
@2
４
８
７
７
）へ

障
が
い
者
体
育
祭
の
参
加
者
を

募
集

障
が
い
福
祉
課

（
1
@1
５
５
５
８
・
FAX
@1
５
５
５
５
）

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
小
・
中
学
生

募
集
作
品

人
権
尊
重
の
重
要
性
、
人

の
命
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
る
も
の

規
格

四
つ
切
り
画
用
紙
（
38
㎝
×
54

㎝
）
で
、
色
彩
は
自
由

申
し
込
み

９
月
28
日
（金）
ま
で
に
、
応

募
票
（
同
課
ま
た
は
市
内
の
小
・
中
学

校
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

種
別

①
警
察
官
Ａ
、
②
警
察
官
Ｂ

対
象

①
大
学
を
卒
業
（
卒
業
見
込
み

三
重
県
警
察
官
を
募
集

伊
勢
警
察
署
（
1
@0
０
１
１
０
）

三
重
県
警
察
本
部
（
1
津
０
５
９
・
２

２
２
・
０
１
１
０
）

全
国
の
町
並
み
保
存
・
活
用
に
取
り

組
む
住
民
・
行
政
・
研
究
者
が
一
堂
に

会
し
、「
伝
え
よ
う
心
と
か
た
ち
の
ま
ち

な
み
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
３
日
間
に

わ
た
っ
て
ゼ
ミ
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

下
表
の
と
お
り

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

募
集

人
権
政
策
課
（
1
@1
５
５
４
５
）

自
衛
官
を
募
集

自
衛
隊
伊
勢
地
域
事
務
所
（
1
@3
３
８
８
０
）

種
目

①
一
般
曹
候
補
生
、②
２
等
陸
・

海
・
空
士（
男
子
）、
③
２
等
陸
・
海
・
空

士（
女
子
）、
④
航
空
学
生

受
験
資
格

①
②
③
18
歳
以
上
27
歳
未

満
、
④
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
で
21
歳
未
満

試
験
日

①
９
月
17
日
（祝）
、
②
申
し
込

み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
、
③
９
月
24

日
（祝）
・
25
日
（火）
、
④
９
月
22
日
（土）

申
し
込
み

①
③
④
８
月
１
日
（水）
〜
９

月
７
日
（金）
に
、
同
事
務
所
へ
、
②
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

平成18年度
人権尊重啓発ポスター秀作
（中学３年生の部）

第
30
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ

伊
勢
大
会

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
９
１
）

催
し
物

催
し
物

9月14日（金） 
13：00～17：00 

（受け付けは12：00～） 

〈全体会〉 
・基調講演 
・各地の活動報告 

 
観光文化会館 

9月15日（土） 
9：00～16：30 

（受け付けは8：30～） 

〈分科会〉 
・９つのテーマ別に分かれて町並み 
　見学とパネルディスカッション 

 
各分科会会場 

9月16日（日） 
9：00～12：15 

（受け付けは8：30～） 

〈全体会〉 
・分科会報告 
・パネルディスカッション 

 
観光文化会館 

と　き ところ 主な内容 

第30回全国町並みゼミ伊勢大会 



と
き

８
月
27
日
（月）
、
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

と
こ
ろ

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
娯
楽
室

内
容

陶
芸
家
・
辻
田
岳
秀
さ
ん
（
日

「
ロ
ケ
ッ
ト
の
神
様
」
と
い
わ
れ
る

林
紀
幸
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
二
見
浦
・

賓
日
館
の
会
事
務
局
長
）
の
、
宇
宙
や

ロ
ケ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
親
子
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

８
月
６
日
（月）
、
午
後
６
時
30
分

〜
８
時

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
北

館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）・
１
階
ホ
ー
ル

対
象

小
・
中
学
生
と
保
護
者

参
加
費

１
人
に
つ
き
５
０
０
円

※
こ
の
催
し
の
収
益
金
の
一
部
は
、「
子

ど
も
の
心
を
受
け
止
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
み
え
」
の
子
ど
も
の
声
や
悩
み
に
耳

を
傾
け
る
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
24
」

に
寄
付
し
ま
す
。

農
業
や
食
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
イ
チ
ゴ
の
栽
培
な
ど
の

農
業
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

①
９
月
29
日
（土）
・
②
11
月
中
旬
・

③
１
月
中
旬
（
計
３
回
）

と
こ
ろ

明
野
高
等
学
校

対
象

小
学
生
と
保
護
者
（
１
組
３
人

ま
で
）

内
容

①
イ
チ
ゴ
の
定
植
、
お
茶
の
収

穫
・
手
も
み
、
②
イ
チ
ゴ
の
管
理
、
柿

の
収
穫
・
干
し
柿
作
り
、
③
イ
チ
ゴ
の

収
穫
・
ジ
ャ
ム
作
り

講
師

明
野
高
等
学
校
の
生
徒

定
員

15
組
（
先
着
順
）

参
加
費

１
組
に
つ
き
２
０
０
０
円（
３

回
分
）

申
し
込
み

８
月
６
日
（月）
〜
10
日
（金）
に
、

電
話
で
同
課
へ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
夢
ト
ー
ク

「
心
、
宇
宙
の
ま
ま
に
」

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
1
@0
４
３
８
５
）

こ
れ
か
ら
墓
所
を
購
入
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
は
、
一
度
や
す
ら
ぎ
公
園

墓
所
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
の
送
迎
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
墓
地
の
継
承
者
に
つ
い
て
心

配
な
人
の
た
め
に
、
永
代
管
理
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

本
工
芸
会
員
）
の
指
導
に
よ
る
陶
芸
作

品
の
制
作
を
通
し
て
、
障
が
い
者
と
健

常
者
と
の
親
睦
を
深
め
ま
す

定
員

30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み

８
月
20
日
（月）
ま
で
に
、
申

込
用
紙（
同
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
（sy

o
g
ai@
city
.ise.m

ie.jp

）
で
、
同

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ

親
子
農
業
体
験

農
林
課
（
1
@1
５
５
７
０
）

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

岳
秀

が
く
し
ゅ
う

と
語
ろ
う
野
焼
の
会

障
が
い
福
祉
課

（
1
@1
５
５
５
８
・
FAX
@1
５
５
５
５
）

戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
恒
久
平
和

を
祈
り
、
次
の
時
刻
に
１
分
間
の
黙
と

う
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

原
爆
の
日
…
原
爆
投
下
時
刻
（
広
島：

８
月
６
日
・
午
前
８
時
15
分
、
長
崎：

８
月
９
日
・
午
前
11
時
２
分
）

●

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日（
終
戦
記
念
日
）…
８
月
15
日
・
正
午

恒
久
平
和
を
祈
り
　
黙
と
う
を

生
活
支
援
課
（
1
@1
５
５
５
７
）

や
す
ら
ぎ
公
園
墓
所
を
販
売
中

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
1
@4
８
５
０
９
）

墓所面積 
（㎡） 東向き区画 

永代使用料（円） 

西向き区画 
永代管理料 
（円） 

208,000 

312,000 

420,000 

636,000 

856,000 

1,080,000 

1,296,000 

2,160,000

2 

3 

4 

6 

8 

10 

12 

20

192,000 

288,000 

388,000 

588,000

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

600,000 

790,000 

990,000 

1,380,000 

1,780,000 

2,200,000

※墓地管理料は、1㎡につき780円／年です。 

墓地価格表 

引
揚
者
か
ら
預
か
っ
た
、
通
貨
・
証

券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

返
還
の
申
し
出
は
、
引
揚
者
ま
た
は

そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象

次
に
該
当
す
る
通
貨
・
証
券
な
ど

・
終
戦
後
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者
が
、

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け

た
も
の

・
外
地
の
引
揚
集
結

地
で
、
総
領
事
館
・

日
本
人
自
治
会
な
ど

に
預
け
た
も
の

終
戦
当
時
の
引
揚
者
か
ら
預
か
っ
た

通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還

名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署
津
出
張
所

（
1
津
０
５
９
・
２
３
４
・
４
１
６
１
）



し
尿
の
く
み
取
り
に
つ
い
て
、
次
の

期
間
は
休
業
し
ま
す
。

期
間

８
月
13
日
（月）
・
14
日
（火）

が
で
き
ま
せ
ん
。
８
月
末
に
別
途
通
知

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
が
、
平
成

19
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
、
平
成

19
年
度（
平
成
18
年
中
）の
所
得
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

・
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人

ま
た
、
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
の
資

格
を
取
得
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
を
こ
ど
も
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
19
年
度
の
所
得
が
、
制
限
限
度

額
よ
り
多
く
な
る
場
合
は
、
資
格
喪
失

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額

平
成
19
年
度
の
所
得
制
限
限
度
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※
「
扶
養
親
族
な
ど
の
数
」と
は
、
平
成

19
年
度
住
民
税
の
計
算
上
、
配
偶
者
控

除
・
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

人
数
で
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証（
乳
幼
児：

桃
色
、
心
身
障
害
者：

白
色
、
一
人
親

家
庭
等：

黄
色
、
寡
婦：

水
色
）
を
９

月
１
日
（土）
に
更
新
し
ま
す
。

各
資
格
者
・
扶
養
義
務
者
な
ど
の
平

成
19
年
度
（
平
成
18
年
中
）
の
所
得
を

確
認
し
、
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
、

８
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
証
を
送

付
し
ま
す
。

な
お
、
65
歳
以
上
心
身
障
害
者
（
老

人
保
健
を
受
け
て
い
る
人
）
に
は
、
受

給
資
格
証
を
交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
所
得
な
ど
の
確
認
が
で
き
な

い
た
め
、
受
給
資
格
を
判
定
す
る
こ
と

寡
婦
医
療
費

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

60
歳
〜
69
歳
の
現
在
結
婚
し
て

い
な
い
女
子
で
、
配
偶
者
と
死
別
し
、

か
つ
て
20
歳
未
満
の
人
を
扶
養
し
て
い

た
人

15 平成19年8月号

し
尿
の
く
み
取
り
の
休
業
日

環
境
課
（
1
@1
５
５
４
０
）

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
の

更
新

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
５
５
２
）

扶養親族 

などの数 
保護者所得額 

5,320,000円 

5,700,000円 

6,080,000円 

6,460,000円 

6,840,000円 

7,220,000円 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

乳幼児医療費 

扶養親族 

などの数 
本人所得額 

1,920,000円 

2,300,000円 

2,680,000円 

3,060,000円 

3,440,000円 

3,820,000円 

養育者・配偶者・ 

扶養義務者所得額 

2,360,000円 

2,740,000円 

3,120,000円 

3,500,000円 

3,880,000円 

4,260,000円 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

扶養親族 

などの数 
本人所得額 

3,604,000円 

3,984,000円 

4,364,000円 

4,744,000円 

5,124,000円 

5,504,000円 

配偶者・扶養 

義務者所得額 

6,287,000円 

6,536,000円 

6,749,000円 

6,962,000円 

7,175,000円 

7,388,000円 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

※児童の父（母）から受ける養育費の80/100を所得額に含めて判定します。 

一人親家庭等医療費 心身障害者医療費（65歳以上心身障害者を含む） 

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
を
選
挙
す
る

た
め
の
選
挙
人
名
簿
を
、
毎
年
９
月
１

日
現
在
で
調
製
し
ま
す
。

名
簿
に
登
載
す
る
た
め
に
は
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請

９
月
５
日
（水）
ま
で
に
、
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）

国
民
健
康
保
険
料
の
２
割
軽
減
の
対

象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
国
民
健
康

国
民
健
康
保
険
料

２
割
軽
減
の
申
請

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
５
５
１
）

保
険
料
通
知
書
と
一
緒
に
「
国
民
健
康

保
険
料
２
割
軽
減
申
請
書
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

こ
の
申
請
書
の
提
出
が
な
い
と
、
２

割
軽
減
の
判
定
が
で
き
ず
、
保
険
料
の

軽
減
対
象
世
帯
で
あ
っ
て
も
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
軽
減
さ
れ
る
の
は
、
国
民
健

康
保
険
料
の
う
ち
、
均
等
割
と
平
等
割

で
す
。
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宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

19
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

神
社
港
自
治
会

自
治
会
活
動
用
品
購
入

土
路
区
町
会

太
鼓
購
入

西
口
町
会

祭
り
用
具
購
入

本
町
町
会

自
治
会
活
動
用
品
購
入

少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育
成
の
た

め
の
活
動
に
協
力
す
る
少
年
警
察
協
助

員
が
、下
表
の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期

６
月
６
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

活
動
内
容

要
保
護
少
年
の
発
見
・
保

護
、
非
行
少
年
な
ど
の
発
見
、
少
年
相

談
、
有
害
環
境
の
浄
化
、
地
域
社
会
に

対
す
る
啓
発
な
ど

少
年
警
察
協
助
員
を
委
嘱

伊
勢
警
察
署
（
1
@0
０
１
１
０
）

西口町会

本町町会

神社港自治会

土路区町会

氏　名 住　所 

岡本３丁目 

岡本１丁目 

船江２丁目 

河崎３丁目 

宮後３丁目 

宮後２丁目 

船江４丁目 

一之木３丁目 

一之木３丁目 

御薗町高向 

曽祢２丁目 

山崎富三郎 

川西　治正 

登　　淑美 

下倉　輝夫 

藤原　清史 

荒木　一臣 

山口　博司 

西村　喜孝 

小林　章治 

辻村　智子 

庄司　守男 

氏　名 住　所 

二俣１丁目 

浦口４丁目 

常磐３丁目 

宮町２丁目 

円座町 

宇治浦田１丁目 

楠部町 

古市町 

勢田町 

二見町今一色 

二見町江 

亀田　吉彦 

佐藤　　薫 

中西　利行 

青木　茂雅 

上田　武夫 

築山　新生 

藪野　修次 

山中　信雄 

岡谷　純子 

中村　省三 

田中　信光 

氏　名 住　所 

二見町西 

一色町 

御薗町王中島 

大湊町 

小俣町明野 

小俣町本町 

小俣町明野 

小俣町本町 

中須町 

東豊浜町 

村松町 

丸田　　衛 

中川　力夫 

世古口　齊 

牧野　幸也 

黒田　光彦 

山本　克己 

市川　淳子 

東山　典子 

小林　克米 

中村　易志 

山下　格美 

少年警察協助員（伊勢地区） （敬称略） 

児
童
扶
養
手
当
と
は

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童（
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
、
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳

未
満
）
を
扶
養
し
て
い
る
母
や
、
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が
、

生
活
の
安
定
・
自
立
と
児
童
福
祉
の
増

進
の
た
め
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
手

当
で
す
。

・
父
母
が
離
婚
後
、
父
と
生
計
を
同
じ

に
し
て
い
な
い
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

・
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

な
ど

な
お
、
手
当
は
申
請
し
た
日
の
翌
月

分
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
制
限
な
ど
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
受
け
付
け

平
成
19
年
度
分
の
受
け
付
け
を
、
８

月
１
日
（水）
か
ら
行
い
ま
す
。

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
人
（
支

給
停
止
の
人
を
含
む
）
に
は
、
７
月
31

日
（火）
に
同
課
か
ら
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
始
め
て
か

ら
５
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
な
ど
の

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
を
対
象
に
、

手
当
を
減
額
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
年
末
頃
に
決
ま

る
予
定
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）
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勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年６月結果 7.4 5.1 5.8 1.3

1.8 4.2 2.6 2.1

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成18年６月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（６月12日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 

分 番組 

7/30～8/5 

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

ひよこくらぶ 

探歩々隊 

iTVニュース 

むかし知恵袋 

鳥羽水族館　新・水の惑星紀行 

 ● お盆ダイジェスト 
　（これまでに放送した番組のダイジェスト） 

分 番組 

8/6～12

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

MCTV遊味ing 

のんびりいこう 

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

Ladies Angler

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

8/20～26

0 

25 

40 

0 

20 

25 

30

iTVニュース 

このまちの昭和 

日本の暮らしのぞき箱 

iTVニュース 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

8/27～9/2

0 

30 

40 

0
 

20 

42

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

お木曳特集 

iTVニュース 

新番組 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

8/13～19

※放送時間や内容は、変更することがあります。ご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● まちづくり市民会議NEWS

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集（8月） 

　（放送日：8/16～31） 
■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 

7/30～8/5 
 ● 健康づくりアドバイザー養成講座 
 ● このごみ、何ごみ？ 
 
8/6～12 
 ● 第11回おばたまつり 
 ● パートナーの日 
 
8/13～19 
 ● 国民健康保険料の軽減 
 ● 介護予防事業 
 
8/20～26 
 ● 基本健康診査・歯周疾患検診 
 ● みんなで学校へ集まろう 
 
8/27～9/2 
 ● このごみ、何ごみ？ 

■お知らせ 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 

※iTVニュースは、日曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し

ます。土曜日・午後7時からは、ニュースの週間ダイジェスト

を放送します。 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きい
ほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される
酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

最
低
賃
金

三
重
労
働
局

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
８
）

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署
（
1
@8
２
１
６
４
）

三
重
県
の
最
低
賃
金
は
、
「
時
間
額

６
７
５
円
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
、
年
齢
や
雇
用
形
態
（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
を
問
わ
ず
、
県
内

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
労
働
者
は
除
き
ま
す
。
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8月の無料相談
種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き 毎週火曜日

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 1日につき5人まで（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日

午前９時30分～午後４時30分
※土曜日・日曜日・祝日は、

実施しない場合があります。

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（８月１日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（８月８日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（８月15日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会御薗支所

（ハートプラザみその内）

（1@26617）

と　き 第４水曜日（８月22日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の不
登校・いじめ・
友人関係・学習
など

非行・いじめなど

小・中学生の教育
〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談、日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません

と　き 毎週月曜日
午後１時30分～３時30分

ところ 広報広聴課（1@15515）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 １日につき８人まで

（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き ８月２日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会伊勢支所
（福祉健康センター内）（1@72425）

対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ７月26日（木）～８月１日（水）に、

社会福祉協議会伊勢支所へ来所
または電話

と　き ９月６日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ８月30日（木）～９月５日（水）に、

社会福祉協議会小俣支所（1@7

0509）へ来所または電話
※８月中に申し込みを開始するため、今
月号で掲載します。

と　き ８月16日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会二見支所
（二見ふれあいプラザ内）（1$33994）

対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ８月９日（木）～15日（水）に、社会

福祉協議会二見支所へ来所また
は電話

と　き 第３水曜日（８月15日）
午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）
定　員 ４人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日
午前９時～午後４時
（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口
(三重県栄町庁舎・３階）
（1津059ー228ー7350）

種 別

行　政

登　記

消費生活

相談日など

と　き ８月７日（火）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（８月９日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き 第１木曜日（８月２日）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）

商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（８月７日・21日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第２火曜日（８月14日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第４火曜日（８月28日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

（ ）
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人の動き（６月末現在）

総人口 136,085人（－27人）

世帯数 52,816世帯（＋35世帯）

男性 64,590人（－15人）

女性 71,495人（－12人） ※外国人登録者を含む。

2007おばたスポレクフェスティバル

小俣総合体育館と明野小学校体育館で、おばたスポレ
ククラブASRECの主催による「2007おばたスポレクフ
ェスティバル」が行われました。
会場では、キンボールやカローリングなどの新しいス
ポーツが行われ、また、食育コーナーでは、伊勢市食生
活改善推進協議会の協力により、いばら饅頭

まんじゅう

や杏仁
あんにん

豆腐
などが振る
舞われるな
ど、子ども
から大人ま
で約200人
の参加者は、
楽しいひと
ときを過ご
しました。

6
24

水防訓練6
24

夫婦岩の日の出

多くの写真愛好家が、二見浦の夫婦岩の間から昇る朝
日の撮影に挑戦しました。
夏至の頃を中心に、５月から７月にかけては、夫婦岩
の岩と岩の間から朝日が昇ります。また、非常にまれな
ことですが、すっきりと晴れた早朝には、太陽の前に富
士山を望むことができます。
この日は、薄い雲を通しての日の出であったため、富
士山は望め
ませんでし
たが、約１
週間ぶりの
日の出に、
訪れた大勢
の人たちか
らは大きな
歓声が上が
りました。

小学生の保護者を対象に救命講習会

小俣農村環境改善センターで、消防本部主催の「救命
講習会」が開催されました。
この講習会は、水辺での事故が多くなる夏休みを前に、
毎年開催されているものです。
この日は、小学生の保護者・約80人が、女性消防団員
の指導のもと、人工呼吸・心臓マッサージなどの心肺蘇
生法や、Ａ
ＥＤ（自動
体外式除細
動器）の使
い方など、
いざという
時の対処法
を、真剣な
表情で学ん
でいました。

7
3

6
30

川が増水しやすい梅雨や台風の時季に備え、防災力の
向上や関係機関との連携強化を目的として、ラブリバー
公園（御薗町）で「水防訓練」を実施しました。
訓練には、伊勢市消防団をはじめ各関係機関から約
200人が参加しました。
この日は、本番さながらの雨天の中、堤防の越水や決
壊、地面か
らの漏水を
想定し、土
のうを使用
した水防工
法の訓練を
行いました。

７月７日、「二見七夕・星まつり」が始まり、ライト
アップの点灯式や二見かえる踊りなどのオープニングイ
ベントが開催されました。
二見七夕・星まつりでは、青色と白色の発光ダイオー
ド（LED）で、二見浦の夫婦岩表参道を彩ります。
また期間中は、土曜日を中心に、アシカショーやコン
サートなど、
さまざまな
催しを予定
しています
ので、真夏
の夕涼みに、
ぜひ皆さん
でお越しく
ださい。

まちの話題

二見七夕・星まつり7
7
8
31

～

点灯期間 ８月31日までの毎日、午後７時～10時


